
 

日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
は
、
議
案
提
案
権
を
生
か
し
、

今
議
会
に
も
６
件
の
意
見
書
を
提
案
。
こ
の
な
か
で
、「
少
人

数
学
級
実
現
へ
の
財
政
支
援
を
求
め
る
」
意
見
書
は
全
員
賛

成
で
採
択
さ
れ
た
も
の
の
、
他
の
意
見
書
は
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
議
案
に
対
す
る
各
会
派
の
態
度
は
左
の
通
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問
題
に
対
す
る
市
長
の
考
え
を
聞

き
ま
し
た
が
市
長
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
反
対
の

立
場
を
示
し
ま
し
た
が
、
他
の
問

題
は
、
明
確
な
答
弁
を
避
け
ま
し

た
。
②
生
活
保
護
の
引
き
下
げ
は

「
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
機
能
す
る
こ
と
が
必
要
」

と
答
弁
。
③
い
じ
め
・
体
罰
根
絶

を
求
め
て
市
の
実
態
と
対
応
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
の
担
当
部

長
・
教
育
長
は
い
じ
め
の
未
解
決

は
な
い
、
ま
た
、「
明
ら
か
に
体
罰

と
い
う
事
案
は
な
い
」
体
罰
は
人

権
侵
害
で
許
さ
れ
な
い
と
答
弁
。

④
選
挙
公
約
と
平
成
25
年
度
予

安
井
議
員
は
、
①
国
政
と
の
関

係
で
、
民
意
が
議
席
に
結
び
つ
か

な
い
小
選
挙
区
制
や
、
デ
フ
レ
打

開
の
た
め
に
も
所
得
を
増
や
す
賃

金
の
引
き
上
げ
を
、
原
発
ゼ
ロ
で

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
、
憲
法

改
悪
の
動
き
に
つ
い
て
な
ど
国
政

主な議案 提案 賛成討論 反対討論 日本共産党 清風クラブ 甲政クラブ 正政会 公明党

２５年度一般会計予算案 市長 岩田孝之 山岡光広 ● ○ ○ ○ ○

２５年度国民健康保険特別会計予算案 市長 鵜飼勲 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○

２５年度後期高齢者医療特別会計予算案 市長 中島茂 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○

２５年度介護保険特別会計予算案 市長 橋本律子 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○

ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少症の診断・治療の推進を求める意見書 加藤和孝 ○ ○ ○ ○ ○

地方財源の充実確保に関する意見書 中西弥兵衛 安井直明 なし ○ ○ ○ ○ ○

森林・林業・木材産業施策の積極的な展開を求める意見書 中西弥兵衛 ○ ○ ○ ○ ○

少人数学級実現のための財政支援を求める意見書 山岡光広 安井直明 なし ○ ○ ○ ○ ○

活断層の可能性が高い敦賀原発の廃炉を求める意見書 山岡光広 小松正人 辻重治 ○ ● ○ ○ ●

政党助成金の廃止を求める意見書 安井直明 山岡光広 的場計利 ○ ● ● ● ●

民意を反映した衆議院選挙制度への改革を求める意見書 安井直明 小西喜代次 加藤和孝 ○ ● ● ● ●

沖縄県の総意であるオスプレイ「建白書」に応えることを求める意見書 小西喜代次 小松正人 谷永兼二 ○ ● ● ● ●

世界に誇るべき宝憲法９条を守ることを求める意見書 小松正人 山岡・安井 中島・加藤 ○ ● ● ○ ●

生活保護基準の引き下げをやめることを求める請願 年金者組合 小西喜代次 橋本律子 ○ ● ○ ○ ●

年金２．５％の削減中止を求める請願 年金者組合 小西喜代次 中島茂 ○ ● ● ○ ●
※甲政クラブ・木村泰男議員は、欠席。

討論なし

討論なし

新
年
度
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
３
月
定
例
議
会
は
２
月

21
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
甲

賀
市
議
団
は
安
井
直
明
議
員
が
代
表
質
問
に
、
ま
た
山
岡
光

広
・
小
松
正
人
・
小
西
喜
代
次
の
各
議
員
（
発
言
順
）
が
一

主な議案に対する各党・各会派の態度  ○は賛成、●は反対

《代表質問》 ◆国民を苦しめる国の重要問題について、市民を守る立場から市長の所見を問う。

◆生活保護基準引き下げは許されない、市にもたらす影響について。◆いじめ・体罰根絶を求めて市

の実態と対応はどうか。◆施政方針を受け市長選挙公約と平成２５年度予算について問う。 

２０１３年 ３月３１日 ＮＯ．124 

小西喜代次 
信楽町勅旨 456 

℡  83-0765 
Fax 83-0765 

安井 直明 
土山町前野 541 

℡ 67-0147 
Fax 67-1660 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 
Fax 86-0415 

小松 正人 
水口町名坂 128 

℡ 62-9652 
Fax 76-0150 

般
質
問
に
た
ち
、
市
民
の
切
実
な
願
い
実
現
と
市
政
の
問
題

点
を
指
摘
。
予
算
特
別
委
員
会
、
常
任
委
員
会
な
ど
で
も
各

議
員
が
積
極
的
に
発
言
し
ま
し
た
。
安
井
議
員
の
代
表
質
問

（
写
真
＝
３
月
１
日
）
と
答
弁
の
骨
子
は
次
の
通
り
。 

算
の
主
な
質
疑
は
次
の
通
り
。 

安
井 

差
別
を
な
く
す
点
か
ら
も

同
和
予
算
の
見
直
し
を
訴
え
て
き

た
本
年
度
と
比
べ
新
年
度
は.

ど

う
か
。 

副
市
長 

見
直
し
を
し
、
人
権
対

策
関
係
全
体
で
２
，
７
７
９
万
円

減
額
。
隣
保
館
・
教
育
集
会
所
の

職
員
に
つ
い
て
も
、
適
正
な
配
置

に
努
め
る
。 

安
井 

臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
職
員

の
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
よ
。

総
務
部
長 

保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
の
月
額
単
価
５
千
円
、
時
給
単

価
50
円
引
き
上
げ
る
。 

安
井 

広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の

参
加
者
は
何
人
増
や
す
の
か
。 

総
務
部
長 

22
名
か
ら
６
名
増

え
28
名
を
募
集
す
る
。 

安
井 

小
中
学
校
医
療
費
は
市
民

税
非
課
税
か
ら
、
均
等
割
の
み
の

課
税
世
帯
に
助
成
拡
大
が
な
さ
れ

た
が
、
対
象
者
は
ど
う
か
。 

市
民
環
境
部
長 

375

名
か
ら

70
％
増
加
し
約
640
名
と
な
る
。 

安
井 

保
育
園
・
幼
稚
園
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
現
状
と
今
後
は
。 

教
育
部
長 

岩
上
、
土
山
、
大
野
、

甲
賀
西
南
分
園
、
甲
賀
北
、
甲
南

南
、
甲
南
北
、
信
楽
、
雲
井
の
各

園
、
伴
谷
幼
稚
園
の
３
歳
児
以
上

の
保
育
室
に
設
置
し
、
26
年
度
で

完
了
予
定
。 

 

一般会計は総額 342 億円（対前年度 1.4％減）。歳出は、4 つ

の重点テーマで編成。そのなかには、市民の皆さんの切実な要

求や日本共産党が議会内外で粘り強く要求し続けてきた内容

が盛り込まれています。主なものは…。  

 

 

○子どもの医療費無料化拡充＝通院・中学校

卒業まで。所得制限を緩和。 

○障害者医療費助成も拡充＝身障３級まで

対象。 

○障害児放課後児童クラブ開所＝貴生川に。

○新甲賀病院へ専用コミバス運行。 

○市営寺庄住宅いよいよ着工＝３階建て、延

べ床面積 1,850 ㎡、30 戸。2 ヵ年事業。

○小学生平和記念式典参加枠拡大＝28 人

に。 

○住宅リフォーム助成制度継続5000万円。

○甲南駅舎と周辺整備いよいよ着工へ。 

○公共施設の省電力化、太陽光発電設置支

援。 

○保育園・幼稚園エアコン設置 800 万円。

○道路パトロール強化 4831 万円。 

○保育園耐震化推進 1750 万円。 

○同和人権予算は２７７９万円の減額。 



  ２０１３年３月議会特集（２０１３年２月２１日～３月２５日） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■日本共産党「無料法律相談」開設中■ 毎月第３水曜日午後７時から（予約制）お問合せは、各議員へ 

 

一
般
質
問
に
は
、
13
名
の
議
員
が
質
問
に
た
ち
ま
し

た
。
山
岡
光
広
、
小
松
正
人
、
小
西
喜
代
次
の
各
議
員
（
発

言
順
）
が
、
切
実
な
市
民
の
要
求
実
現
を
求
め
ま
し
た
。 

◆聴覚障害者対応型火災警報器設置

補助、◆地域情報基盤、特に共聴施設へ

の対応、市情報番組に字幕と手話を、◆

市民の声を生かした甲南駅舎と整備、◆

児童クラブの延長保育、◆主要地方道草

津伊賀線の歩道整備について。 

 

問 

名
刹
大
池
寺
周
辺
の
松
枯
れ
が
ひ
ど
い
。

名
松
〝
臥
龍
の
松
〟
な
ど
水
口
町
名
木
に
対
す
る

感
染
防
止
対
策
は
あ
る
か
。 

 

産
業
経
済
部
長 

予
防
措
置
は
、
所
有
者
や
管
理

者
扱
い
で
あ
り
、
甲
賀
市
に
お
い
て
の
対
応
は
、
難

し
い
と
認
識
し
て
い
る
。 

 

問 
市
内
の
名
木
・
古
木
を
調
査
し
て
登
録
し
、

保
護
管
理
を
強
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

産
業
経
済
部
長 

市
内
に
あ
る
名
木
・
古
木
に
つ

い
て
甲
賀
市
景
観
計
画
に
位
置
づ
け
を
し
、
景
観
重

要
樹
木
と
の
整
合
性
を
図
り
た
い
。 

 

問 

市
内
で
樹
木
医
を
指
定
し
、
名
木
等
の
管
理

保
全
が
で
き
な
い
か
。 

 

産
業
経
済
部
長 

名
木
の
保
護
管
理
は
、
今
後
重

要
課
題
で
あ
り
、
検
討
し
て
み
た
い
。 

 

問 

新
公
立
甲
賀
病
院
の
開
院
で
病
院
前
の
市

道
幹
線
の
通
行
量
が
激
増
し
危
険
。
信
号
機
設
置
な

ど
安
全
対
策
を
緊
急
に
せ
よ
。 

 

総
合
政
策
部
長 

①
国
道
１
号
か
ら
入
っ
て
す

ぐ
の
無
信
号
交
差
点
は
強
く
要
望
し
て
い
る
。
②
水

口
北
保
育
園
前
の
Ｔ
字
路
も
信
号
機
を
含
め
た
安

全
対
策
を
実
施
す
る
。 

 

問 

甲
賀
市
と
認
定
こ
ど
も
園
と
で
交
わ
し
た

協
定
で
、
公
立
園
と
同
等
以
上
の
教
育
・
保
育
が
得

ら
れ
て
い
る
か
。 

 

教
育
長 

教
育
・
保
育
の
適
正
な
継
承
が
さ
れ
、

派
遣
の
成
果
が
あ
っ
た
。 

 

問 

消
防
法
で
住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
た
が
、
聴
覚
障
害
者
対
応
型
警
報
器
は
高

額
な
た
め
設
置
率
が
低
い
。
補
助
対
象
も
制
限
が
あ

る
。
拡
充
を
。 

 

市
長 

給
付
対
象
基
準
や
事
業
内
容
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
。
（
健
常
者
と
の
同
居
世
帯
で
あ
っ

て
も
）
今
後
対
象
と
す
る
。 

 

問 

あ
い
コ
ム
こ
う
か
で
放
映
さ
れ
る
市
の
広

報
番
組
に
字
幕
ス
ー
パ
ー
と
手
話
を
。
甲
賀
ケ
ー
ブ

ル
の
際
に
は
放
映
さ
れ
て
い
た
『
手
話
ト
ピ
ッ
ク

ス
』
の
復
活
を
。 

 

市
長 

新
年
度
か
ら
番
組
の
音
声
に
対
し
て
字

幕
ス
ー
パ
ー
を
入
れ
る
方
向
で
調
整
中
。
福
祉
の
観

点
か
ら
手
話
を
メ
イ
ン
に
し
た
時
間
枠
を
別
に
確

保
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。 

 

問 

懸
案
の
甲
南
駅
舎
と
周
辺
整
備
が
具
体
化

さ
れ
る
こ
と
は
歓
迎
す
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
市

民
の
声
を
生
か
し
た
計
画
に
。 

 

建
設
部
長 

深
川
区
及
び
対
策
委
員
会
に
情
報

提
供
。
今
後
は
地
権
者
、
周
辺
自
治
区
か
ら
意
見
や

提
言
を
伺
い
詳
細
な
整
備
計
画
を
作
成
し
て
い
く
。

 

問 

昨
年
９
月
議
会
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
児
童

ク
ラ
ブ
の
延
長
保
育
は
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

新
年
度
は
指
導
員
確
保
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
実
施
し
な
い
方
向
。
指
導
員
の
安

定
雇
用
を
は
か
る
た
め
賃
金
引
き
上
げ
、
実
施
で
き

る
体
制
づ
く
り
へ
協
議
を
す
す
め
る
。 

問 

生
活
保
護
受
給
者
、
ま
た
同
等
の
生
活
状
態

の
人
の
滞
納
徴
収
は
、
国
税
徴
収
法
・
地
方
税
法
の

「
滞
納
処
分
の
停
止
の
要
件
等
」
に
当
た
る
の
で
は

な
い
か
。 

総
務
部
理
事 

滞
納
徴
収
を
停
止
し
、
関
係
部
局

に
徹
底
す
る
。 

問 

信
楽
高
校
は
存
続
し
た
が
、
更
な
る
発
展
へ

の
市
の
対
応
問
う
。 

教
育
部
長 

「(

仮
称)

信
楽
高
校
地
域
支
援
協
議

会
」
に
お
い
て
Ｐ
Ｒ
や
体
験
教
室
の
実
施
な
ど
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

問 

高
齢
者
と
障
が
い
者
全
員
に
市
コ
ミ
バ
ス
、

信
楽
高
原
鉄
道
な
ど
公
共
交
通
へ
の
料
金
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
。 

総
合
政
策
部
長 

財
政
的
負
担
を
考
え
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
い
く
。 

問 

平
成
２２
年
度
か
ら
障
害
三
級
が
除
外
さ
れ

た
「
自
動
車
燃
料
費
補
助
」
を
元
に
戻
す
こ
と
を
求

め
る
。 

健
康
福
祉
部
長 

現
行
ど
お
り
で
拡
充
は
考
え

て
い
な
い
。 

問 

信
楽
小
・
中
・
高
校
の
通
学
路
の
安
全
対
策

を
求
め
る
。 

建
設
部
長 

狭
い
な
が
ら
も
、
車
道
と
歩
道
が
区

別
さ
れ
て
い
る
の
で
緊
急
対
応
し
て
い
な
い
。
安
全

安
心
の
交
通
環
境
の
向
上
に
努
め
る
。 

◆名刹大池寺の「臥龍の松」受難を契

機に市内名木等の登録と保護支援につ

いて、◆新公立甲賀病院の開院に伴う、

周辺の新たな交通安全対策と環境整備、

◆貴生川認定こども園との基本協定並

びに訴訟事件の和解内容の検証。 

◆生活保護基準引き下げによる影響と

滞納者への対応、◆信楽高校は存続した

が、更なる発展へ市の対応、◆高齢者・障

害者へのコミバス、信楽高原鐡道への料

金助成を、◆信楽小・中・高校の通学路の

安全対策を求める。 

 今議会一般質問で、多数の聴覚障害者の方々が手話

通訳を介して議会を傍聴されました。議会の責任と負

担で手話通訳士を配置したもので、当然の事とはい

え、甲賀市議会では初めてのことです。山岡議員が聴

覚障害者の要望を取りあげたもので、傍聴した人たち

からは「初めて参加した。臨場感があってよかった。

今後も参加したい」などの感想が寄せられました。 

 6 月定例市議会は、6 月

3 日開会・20 日までの予

定です。請願や意見書、

一般質問の通告締切は、5
月24日まで。一般質問は、

12・13・14 日が予定され

ています。 




